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この通信は、高田松原津波復興祈念公園の「グループ」（公園管理者とともに公園の管理運営にいっしょに取り組むパートナー）の
みなさんに向けて発行しています。

12月16日（日）に、陸前高田市コミュニティホールで第３回グループ代表者会議を開催しました。

今回は、みなさんから活動のご報告をいただくとともに、公園現場の見学も行いました。

(1) 新規グループ紹介

第３回グループ代表者会議を開催しました（平成30年12月16日）！！話題

(2) 活動状況紹介・意見交換

 第２回グループ代表者会議以降に市民協働活動をし、事務局へご報告いただいたグループから、活動状
況を紹介してもらいました。

桜グループ

• 復興祈念公園を含む浸水区域
の中に、伝承の意味を込めてサ
クラを植栽したい。

• 取り組みの実現に向け、具体的
な活動の進め方などについて、
県や市と協議を開始した。

陸前高田
「ハナミズキのみち」の会

• 復興祈念公園内の避難路となる
園路沿いにハナミズキを植栽し
たい。

• 具体的な植栽時期や方法、協
力体制の構築などについて、県
や市と協議を開始した。

一般社団法人
SAVE TAKATA教育事業

• 第一中学校PTA行事の避難路
体験の企画運営支援をした。

• 運営にあたり、県や市と連携し
た。

• 今後は、トータルセーフティネッ
ト等との連携も考えていきたい。

高田松原を守る会

• 復興祈念公園沿いの国道４５号
に守る会が育てたマツを植栽す
るため、国と協議を進めている。

• 他のグループのみなさんにもぜ
ひご協力いただきたい。

いのち・くらし・みどりに
寄り添う会

• 今年度の高田松原を守る会の
除草作業に、グループから計8
回、延べ人数23名参加した。

• 今後も可能な範囲で支援をして
いきたい。

家庭倫理の会陸前高田支部

• 「つなぐ」をテーマに、 各種イベ
ントを開催している。

• 被災していない人たちの声にも
耳を傾けていきたい。

• 会員を増やし、地域のボランティ
ア活動の推進に貢献したい。

 第2回グループ代表者会議以降、新たに4つ

のグループに登録いただき、登録グループ

数は21グループ、延べ構成員数は281名

以上となりました。

 会議では、新たに登録いただいたグループ

の代表者に、自己紹介をしてもらいました。

一般社団法人
SAVE TAKATA教育事業
• 本公園を含む地域の資
源を学校に伝えるなど、
地域と学校の協働に協
力、貢献したい。

震災アーカイブ・
陸前高田市思い出の品
• 来訪者の居住地域に即
した防災コンテンツの提
供など、命を守る知識を
持ち帰ってもらえる公園
にしたい。

特定非営利活動法人
緑の相談室

• 過去には高田松原を守
る会の活動に協力した
経験も。

• 公園の植栽活動に協力
したい。

前に進める会

• 市民主導で個別に具体
的な検討を進めるなど、
「グループ」活動の推進
や情報連携の強化に貢
献したい。

新規グループの主な活動趣旨など

報告いただいたグループの主な活動状況など



ご参加いただいたみなさん、お疲れ様でした！次回のグループ代表者会議の予定は改めてご案内します！！
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(株)プレック研究所（担当：酒井・宮脇）
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(3) 現地見学、進捗状況報告

 東日本大震災津波伝承館や遺構及び公園整備について、計画・工事の進捗状況を報告しました。

 道の駅を含む国営追悼･祈念施設(仮称)周辺については、現場の見学も行いました。

伝承館の展示イメージ（岩手県復興局提供）

＜みなさんからの意見など ～伝承館について～＞

 情報は常に更新していく必要がある。

 震災の後、復興・復旧の過程における反省についても、将来のために直視していく必要があると思う。

※ このほか、みなさんからの質問に対し、委員会等による展示内容の検討経緯、展示の内容、担当部局（＝岩手

県復興局）について、補足説明がありました。

※また、入館料の有無、職員の配置、ソフト事業等は、引き続きの検討となることについて、説明がありました。

＜みなさんからの意見など ～国営追悼･祈念施設(仮称)等について～＞

 有事の際の公園全体の安全な避難方法について、総合的に検討しておく必要があると思う。

 現場を見学できて良かった。

 図面やパースからは読み取りきれない細部の構造や規模感を実感することができた。

現場見学の様子
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